
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上下水道ともに有収率が増加 

しているのはなぜですか？ 

節水機器の普及や生活様式の変化などにより、1 人 1 日 

あたりの平均使用水量は年々減少しており、また、単身世帯

が増加していることからも、世帯数の増加が配水量の増加に

直結しない状況となっています。 

また、水道の利用者と下水道の利用者が必ずしも一致 

しないこと（どちらかのみの利用者もいること）、年間配水

量と年間処理水量とでは計測や算定の方法が異なること 

などから、年間配水量が減少しても一概に年間処理水量が 

減少するとは言えません。 

給水世帯数が増加しているにも関わらず、 
年間配水量が減少しているのはなぜですか？ 

また、年間配水量が減少すれば、連動して年間 

処理水量も減少するものですか？ 

質問１ 

質問３ 
水道事業については、有収水量の減少割合以上に 

平成３０年度は、工事等に伴い水道局が使用する 

配水量にも影響しており、令和元年度にはこの部分 

 下水道事業については、有収水量が増加している 

上がっております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年間処理水量が減少しているのにも関わらず、 

有収水量が増加しているのはなぜですか？ 

「年間処理水量」は、流域下水道(※)で処理された汚水処理量の  

ことをいいます。主に県が設置している流量計により把握しますが、 

工事や故障により計測できない場合などは、実測値ではなくあらかじめ

決められた方法により算定を行います。 

 一方、「有収水量」は、下水道使用料の徴収にあたって各家庭や工場

から排水された水量を市が計測したものであり、双方の増減はイコール

とならないことがあります。 

※複数の市町村から排水された汚水を、行政区域を越えて処理する県の施設

です。 

質問２ 

年間配水量の減少割合が大きかったことにより、有収率が上がっています。

水量（料金徴収の対象とはならない）が例年よりも多くあったため、年間 

が大きく減少したことが主な要因と考えられます。 

のに対し、年間処理水量が減少していることにより（質問２参照）、有収率が 

 


